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ボツワナはアフリカ南部に位置する内陸国
です。観光産業を中心に経済発展しています。 

カラハリ砂漠の大湿地帯オカバンゴ・デルタは世界最大の内陸デルタで、
動物保護区に指定されています。ゾウ、サイ、ライオン、水牛、ヒョウな
どの５大動物をはじめ多様な野生動物が見られ、サファリキャンプもでき
ます。また、ボツワナは世界最大のダイヤモンド生産国としても有名です。

料理は、セズワア（牛肉と玉ねぎを柔らかくなるまで煮込んでつぶした
伝統的な肉料理）をぜひ食べてみて
もらいたいです。

国際大学周辺の散策を楽しん
でいます。農業を営むみなさん

の熱心な活動を眺めて感心しています。同時に、自らの農業への情
熱がひしひしと高まっています。

冬の季節はすばらしい経験でした。母国では雪が降らないので、
できるだけたくさんの雪の体験をしていきたいです。

南魚沼市に住んで感じたこと

先日、子どもの運動会を見てきました。
金城山から雲が出たと言うフレーズから始まる応援歌のメロディー

は懐かしく、私の地元では八海山から歌詞が始まりました。それぞれ
の地域から見られる景色なのだと思います。

みなさんの心に残っている応援歌は、どのような景色から始まるの
でしょうか。（Ｓ.Ｋ）

編集後記 今月の
表紙

５月３日（火・祝）、
南魚沼市民会館で令
和３年度成人式が開

催されました。参加した新成人は、
スーツや着物に身を包み、友人や
恩師との久しぶりの再会を喜んで
いました。

市民の動き 令和４年４月末日現在　（ ）は対前月比
●人口　54,374人（＋42）／男26,607人（＋25）　女27,767人（＋17）　●世帯数 20,235戸（＋110）

一
丁
目
一
番
地
（
前
編
）

先
月
、
私
は
市
立
病
院
の
開
設
者
と

し
て
病
院
全
職
員
を
前
に
「
特
別
訓

示
」
を
行
い
ま
し
た
。「
全
国
で
最
も

医
療
の
困
難
地
域
と
言
わ
れ
る
当
市
だ

が
、
何
と
し
て
も
地
域
医
療
体
制
を
存

続
さ
せ
よ
う
」
と
。
２
回
目
の
市
長
選

で
私
は
、
こ
れ
を
「
一
丁
目
一
番
地
で

あ
る
」
と
訴
え
、
再
選
し
ま
し
た
。
医

師
確
保
の
困
難
さ
か
ら
４
年
の
任
期
の

中
で
、
病
院
、
診
療
自
体
の
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
た
時
期
が
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
立
ち
行
か
な
く
な
る
、
と
い
う
恐
怖

感
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。「
医
療
現
場

で
は
皆
、
こ
れ
ほ
ど
身
を
粉
に
し
て
働

い
て
も
病
院
事
業
は
赤
字
を
解
消
す
る

に
至
ら
な
い
ジ
レ
ン
マ
も
あ
る
。
公
立

病
院
の
使
命
と
は
何
か
？「
命
の
支
え
」

だ
け
で
は
な
く
、
持
続
的
な
「
生
活
を

支
え
続
け
る
力
」
も
求
め
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
を

重
視
し
た
健
診
施
設
の
集
約
や
城
内
診

療
所
な
ど
の
再
編
、
安
定
し
た
常
勤
医

の
確
保
、
そ
し
て
一
体
的
な
運
営
で
の

経
営
改
善
、
こ
の
３
つ
が
鍵
だ
」
と
話

し
ま
し
た
。

市
は
「
医
療
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
基
本
方
針
」
を
令
和
３
年
５
月
に
策

定
。
今
日
に
至
る
ま
で
、
か
つ
て
な
い

ほ
ど
多
く
の
議
論
や
検
討
を
積
み
重

ね
て
き
ま
し
た
。
当
初
は
不
安
の
声

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
、
特
に
医
療

現
場
で
は
課
題
を
直
視
、
共
有
し

て
、
皆
で
立
ち
向
か
お
う
、
と
い
う

流
れ
も
。
今
年
の
５
月
１
日
、
新
た

に
「
経
営
管
理
本
部
」
を
設
置
し
、

そ
の
推
進
役
を
こ
の
春
か
ら
前
任
の

宮
永
和
夫
病
院
事
業
管
理
者
か
ら
バ

ト
ン
を
渡
さ
れ
た
外
山
千
也
新
管
理

者（
３
月
末
に
特
命
副
市
長
を
辞
職
）

に
本
部
長
兼
務
で
先
頭
に
立
っ
て
も

ら
い
、
不
退
転
の
体
制
で
実
施
段
階

に
。
こ
れ
ら
の
改
革
の
成
否
は
、「
常

勤
医
の
確
保
」
を
南
魚
沼
市
単
独
で

で
き
る
か
ど
う
か
。

現
在
、
２
つ
の
市
立
病
院
で

１
２
０
人
超
の
非
常
勤
医
師
の
応
援

に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
成
り
立
っ
て

い
る
現
状
（
結
果
的
に
、
高
額
と
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
人
件
費
な
ど
の
課

題
）
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
、
２
年
後
か
ら
開
始
予
定
の

医
師
の
働
き
方
改
革
も
あ
り
待
っ
た

な
し
の
案
件
で
す
が
、
そ
れ
が
誠
に

困
難
な
道
で
あ
る
こ
と
を
、
嫌
と
い

う
ほ
ど
知
ら
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

 

（
次
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く
）

ボツワナ共和国 ツワレロ モチェコさん

国際大学留学生
お国自慢コーナー ～ boast of my country ～

私の国はこんなところ
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